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1．はじめに

　アーカイブズという語をࣖにするようになったのはいつの頃からだろう

か．日本์送ڠ会が，過去の์送番組を利用して NHK アーカイブス（1）を

์映開始したのが 2000 年，またࢪઃの開館は 2003 年のことである．公文

書館である天૲アーカイブズ（2）の開館が 2002 年，日本アーカイブズ学会

のઃ立（3）が 2004 年のことであった．それ以前の 1990 年代半ばにデジタ

ル・アーカイブが݄尾Յ男によって提案された（4）．2003 年に国立国語研

究所は，外来語「アーカイブ」の言い換え語提案（5）において，意味説明を

「個人や組৫が作成した記録や資料を，組৫的に収集し保存したもの．ま

た，そのࢪઃや機関」とし，言い換え語として「保存記録」と「記録保存

館」をڍげている．手引きは「一般には，「アーカイブ」の語形が多く用

いられるが，ઐ໳語としては「アーカイブズ」の語形が用いられることも

ある」としている．コンピュータ用語のファイルをまとめるという意味も

ある（6）．

　このようにアーカイブズという語が使われるようになったのは，最近の

ことで，一般にはまだなじみがなく，その意味も使い手によって様々であ

る．ところでこの言葉の語源はギリシア語のアルケイオンに求められる（7）．

本稿では，アルケイオンという語をいくつかの辞書で調べ，用例を検討し，

アルケイオンがどのようにアーカイブズという語に継承されていったか，

アーカイブズの語源
アルケイオンについての一考察
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また古代ギリシアにどのようなアーカイブズがあったのか，考察を試みる．

2．アーカイブズの概念とその語源

　アーカイブズとは，英語の archives の訳であり，フランス語の archive

（アルシーブ），ドイツ語の Archiv（アルώーフ），イタリア語の archivio

（アルキヴィオ）などヨーロッパݍでは同根の語がある．フランス革命以

来，公文書を保存公開する機関（アーカイブズ）は，ࢢ民社会におけるࢢ

民の権利を象徴する存在である．UNESCO は，2011 年 ICA（Interna-

tional�Council�on�Archives/�Conseil�International�des�Archives）（8）が提出

した「世界アーカイブ宣言」を採୒した．その一節には，「アーカイブへ

の自由なアクセスは，人間社会の知識を๛かにし，民主主義をଅ進し，ࢢ

民の権利をまもり，生活の質を向上させる」とある．ICA の用語集（Mul-

tilingual�Archival�Terminology）では，アーカイブズを次のように定義す

る．

archives�（1）　ۀ務遂行の過程で個人ຢは組৫により作成・収受され

て஝積され，並びにその持続的価値ゆえに保存された文書．

archives�（2）　アーカイブズを保存し，Ӿཡ利用できるようにする建

物ຢは建物の一部．アーカイブズ保存所とも呼ばれる．

archives�（3）　アーカイブズを選別，取得，保存，提供することに੹

任をもつ機関ຢはプログラム．アーカイブズ機関（archival� agency），

アーカイブズ制度，アーカイブズ事ۀとも言われる．

　ジϟック・デリダの『アーカイヴのප』の日本語訳が（9）出版されてから

特に，アーカイブズとアルケーとの関係が言及されるようになった（10）．

アルケーは，ʠ始まりʡとʠ第一の権威すなわち支配ʡという二つの意味

をもつ語である．しかしデリダはʠアーカイヴの概念はその内にふたつの
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意味のアルケーを記Աしているが，その概念を打ち立てて解釈することは

本質的な諸理由から困難であるʡとし，ʠアーカイヴの唯一の意味は（ア

ルケーではなく）アルケイオンに由来するʡと言う．そう語る背景を知る

ためにも，「語源と語義は一応区別しておかねばならない」（11）．ちなみに

archives の語源を arca に求める説（12）もあるが，本稿では言及しない．

3．アルケイオンを辞書でひく

　古代ギリシア語の学習に定番の辞書といえば，Liddell� &� Scott の A 

Greek-English Lexicon 通শ LSJ（13）である．それゆえ，この辞書はいくつ

かの大学等でオンライン・テキスト化されている．ペルセウス・デジタ

ル・ライブラリー（14）の LSJ で，アルケイオン ἀρχεῖον の項をみた．以下，

辞書を調べ，翻訳し，必要に応じʪ　ʫで補った．

　ἀρχεῖον，イオニア方言では ἀρχή ον，名詞 ἀρχή の第二義の形容詞で

ある ἀρχεῖος,�α, ον の中性名詞．

̖．タウン・ホール（ࢢிࣷ），最高官職ʪアルコーンʫのॅډない

しオフィス．

ヘロドトス『歴史』巻࢛ 62 節（15）（ٙわしい），リュシアス「第۝

ห論ฌ役ඃ登録者のために」9（16），クセノフΥン『キュロスの教

育について』第一巻第二章三節（17），イソクラテス「ޒ　ピリッ

ポスに与う」48（18），ʪ偽ʫアリストテレス『Ӊ஦論』400b 行（19）．

“τὰ ἀ.�καὶ�βουλευτήρια”ʪアルケイアとブウレウテリア（ブーレ

評議会の議会場）いずれも複数形ʫデモステネス「第十ห論ピリ

ッポス஄֍第࢛演説」53（20）．参照『ギリシアൾ文集 II』475　21

行（21）など，『౦方出土ギリシアൾ文選集』268（ل元前 3 世ل，

ナクラサ出土）（22），『ギリシア語ラテン語パピルス文書』2　30

行（ل元前 2 世（23）（لなど．
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2　複数形にて，公記録，アーカイブズ（おそらく以下において）

『ギリシアൾ文集成』684　7 行目（デュメ出土，ل元前 2 世（24）（ل．

参照　ハリカルナソスのディオニュシオス『ローマ古代誌』2 巻

26（25），『テブトΡニスのパピルス文書』397　19 行（ل元後 2 世

（26）（ل

ᶘ．最高官職（アルコーン）の集ஂ，会議，（集合的に）最高官職

（アルコーン）．

アリストテレス『政治学』1298b28 行，1304a19 行，ୠし複数形

では，特別会．同書 1299a36 行，1331a25 行（27），プルタルコス

「アήシオラス」『英༤伝』33（28）

“ὀμόσαι τὰ ἀ.”�ʪアルケイアに誓ってʫ『ギリシアൾ文集 II』332　

45 行（29），参照『౦方出土ギリシアൾ文選集』218　149 行（イリ

ウムʪトロイʫ出土）（30），など．“ὅσοι ἀρχεὶων μετέχουσιν καὶ 

δικαστηρὶων”�ʪアルケイオンと法ఊで共有するほどにʫ『ギリシ

アൾ文集成』286　20 行（ミレトス出土　ل元前 4 世（31）（ل

ᶙ．ローマ܉陣営において，ラテン語のプリンキピア，本部に等しい．

プルタルコス「ガルバ」12『英༤伝』（32）

さらに上述の説明文にあったアルケー ἀρχή を LSJ でひいた．

ἀρχή　女性名詞，動詞は ἄρχω� ʪ語義のみ，一部略ʫ

̖．はじまり，起源

b．前置詞を伴っての副詞的用法　ἐξ ἀρχῆς はじめから，最初から

c．対格 ἀρχήν　独立構文で，まず第一に，最初は

2 ．第一の原理，元素（アナクシマンドロスがはじめに使った）

3 ．包ଳや，綱，シートなどの端，֯

4 ．（数学用語として，ۂ線の）原点

5 ．઒の支流
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6 ．合計，総計

7 ．身体の生命ҡ持に必要なଁث

ᶘ．第一の地位，権力，統治権（ホメロスにはない）

2 ．帝国，支配地

3 ．官職，役所

4 ．複数形で “αἱ ἀρχαί ” 権威者，当局，アルコーン職ஂ

5 ．支配下の部ୂ すなわち܉の部ୂ

（複数形で）天界の諸力

　語義のうち，第一義に，「はじまり，最初」があり，2 にあるように，

アナクシマンドロスが最初にʠສ物の根源は……ʡの根源という意味でア

ルケーという語を使っている．アルケイオンのもとの形容詞はそれではな

く，第二義の「第一人者たる地位，権威，支配者」に対する形容詞で，ア

ルケイオンは「権威者に属するもの」という意味になる．ちなみに第一義

のアルケーの形容詞は，ἀρχαῖος,� α,� ον で，その意味は「最初から，太古

の，古びた，古拙の」となる．中性形の名詞化の用例は，ۚમ上のプライ

ム・コストという意味がある．また，ἀρχή の第二義には，（not�in�Hom.）

とあり，ホメロス作品中では，この意味では使われていないと明記されて

いる．

　また，アルコー ἄρχω は動詞で，ʠ始まるʡとʠ支配するʡという意味

を持つ．その分詞からアルコーン ἄρχων という語が成立している．その

語義以下のようである．

ἄρχων� ʪ語義のみ，一部略ʫ

̖．治者，支配者，ट長，王

ᶘ．公式な職名として，最高ࣥ政官　とくにアテネで

2 ．属国や属भの知事，例えばアテネ帝国において
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3 ．一般的に，ࣥ政官，役人

　アーカイブズの語源とされるアルケイオンは，LSJ によると，アルケー

という語の第二義，「第一番目の地位，権威」の形容詞の中性形名詞化に

よって，支配を意味するアルケーに属するものを表し，アルケーの動詞ア

ルコー（統治する）を為すアルコーンのオフィスを示す語，すなわち役所

のこととなる．また複数形は，公記録，アーカイブズを意味することがあ

る．

　用例については，原典と翻訳（英語訳と日本語訳）を確認した．第一義

の役所としてのアルケイオンは，ل元前 5 世لにおいて，ヘロドトス『歴

史』はスキュティア，クセノフΥン『キュロスの教育』はペルシア，イソ

クラテスのห論ではスパルタの役所を指している．アテネにおいてアルケ

イオンという語が見られるのは，リュシアスやデモステネスのห論中，前

4 世لに入ってからである．アルケイオンが複数形で記録資料の意味をも

つのは，ൾ文やパピルス資料によって知られ，時代もやや下がる．

　ペルセウス・デジタル・ライブラリーでは，ギリシア語文献のテキスト

は，単語一つ一つに語義，変化形が示された上で，出現頻度の統計として，

収集作品中の同じ単語の出現数とその箇所が示される．ἀρχεῖον について

は，いまのところ 111 例があり，それらを検討した結果も概ね同様のこと

が言える．

　次に，A Dictionary of Greek and Roman Antiquities（33）の Archeion の

項を調べた．ここでは，さらに踏み込んだ説明がなされている．最初の部

分は，LSJ から読み取れたことと同様であるが，アテネについては，具体

的な説明がある．

アルケイオン

　正確には，異民଒（ヘロドトス 4 巻 62）の間であろうと，ギリシ
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ア人（クセノフΥン『ギリシア史』5 巻 4 章 58 節（34），デモステネス

「ピリポス஄֍第࢛演説」53）であろうと，ࣥ政者に属するいかなる

公的な場所をも意味する．アテネでは，その名はとくに，人々の法律

やそのほかの国家の文書が保存されるアーカイブ・オフィスに適用さ

れた．このオフィスは時として，単にデモシオン（デモステネス「第

十ീห論冠について」142（35））と呼ばれる．アーカイブズは，神々の

母の神殿（メトロオン）に保؅され，神殿の੹任者は，ޒඦ人会ʪブ

ーレ，10 のデモスから 50 人ずつ選ばれる評議会のことʫの長（エピ

スタテス）が信任されていた．（デモステネス「第十۝ห論使節職務

不履行について（36）」，リュクルΰス「レオクラテス஄֍」j 66（37），パ

ウサニアス『ギリシア案内記』1 巻 3 部 4（38），アテナイオス『৯୎の

人たち』5ݡ 巻 214e（39），プルタルコス『10 人のห論家の辞典』（40），

ハルポクラティオン（41），フΥティオス『図書総ཡ（Bibliotheca）』（42），

『スーダ辞典』（43）の「メトロオン」の項，『スーダ辞典』「アルケイア」

の項，建物そのものについては C. クルティス『アテネのメトロオン』

1868 年を参照のこと．）

　デモシオンとはデモスに属するもの，の意で，民主主義の英語 “democ-

racy” の語源は δημοκρατία「デモスの力」にある．デモシオンはࢢ民に

公開され，利用されていた．その؅理の実際は公共奴隷（デモシオス）が

おこなっていた．

　リュクルΰスの「レオクラテス஄֍」ห論がメトロオンの参照としてڍ

がっている．リュクルΰス自身は，アルコーンのときに三大൵ܶࢻ人の台

本をアーカイブし，改᜵をېじたという（44）．

　パウサニアスは，ل元後 2 世لにアテネを๚問，アΰラのメトロオンや

その周辺についても記した．
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4．ラテン語 archivum を辞書でひく

　さて，イタリアのアーカイブズ学の教Պ書（45）は，アーカイブという言

葉は，「役人の所在する場所を表し，さらにこの場所で彼らによって作成

され保存される文書の集成を示す，ギリシア語の名詞アルケイオンに起源

を持っている」と述べ，同様の曖昧さがラテン語の同義語（46）にもあると

記す．

　そこでラテン語 archivum を辞書（47）で調べたところ，archives＝ἀρχεῖον

とある．౦ローマ帝国のユスティニアヌス帝が法典ฤࢊを行った時，

archivum という建物にある永ٱ保存された৚約や法律を神聖なものとす

る෍告を発したという（48）．ペルセウスにあるラテン語辞典（49）の archium

と archivum の項は次のようである．

　アルキーウム　あるいは　アルキーヴム　中性名詞　ギリシア語のアル

ケイオンに等しい．

I．アーカイブズ（古典期の後）『学説ኮࢊ（ディήスタ）』48　9I9　

9　j 6（50），メラ『世界地理』第三部 8（51）ʠ古い部଒のアーカイブ

ズʡ，テルトΡリアヌス『ห明』19（52），同様に副詞 Marc.�4.7（53）

　原文 Dig.�48,�19,�9,�j 6 が Digesta が，ユスティニアヌス帝が௘令でฤࢊ

した『ローマ法大全』のうち『学説ኮࢊ』で，モムθンらがฤ集したテキ

スト（54）には以下のようにある．

Solet�et�sic,�ne�eo�loci�sedeant,�quo�in�publico�instrumenta�deponun-

tur,�archivo�forte�vel�grammatophylacio.

公的文書がೲめられる場所，たとえば，アーカイブや文書保؅所に࠲

り込んではならないことを慣例とする（大意）．
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　テオドシウス帝以後，法令はギリシア語で公෍されており，『ローマ法

大全』はラテン語でฤまれたが，௘令はギリシア語で書かれた．アルケイ

オンはアルケイオンとして，ラテン語アルキーウムと等しく用いられたと

考えられる．それゆえヨーロッパ社会に広くਁಁしていったのではないだ

ろうか．

5．おわりに

　ギリシア語やラテン語の辞書を通して，アルケイオンという言葉の使わ

れ方の流れをみてきた．ل元前 5 世لからل元後 6 世لまでの時ྻܥで用

例を並べると，アルケイオンというのは，アテネではヘレニズム以後とさ

れる（55）ことは理解できる．アーカイブズは時に，ࠟ跡に例えられる．19

世لにฤࢊされ，デジタル化された辞書にある用例を，ࢢ民としての様々

な活動の一つのࠟ跡とଊえ，その背景を知ることによって，その語が使わ

れていた社会を復原できる可能性もあろう．

　今回の調ࠪでは，古代ギリシア語のアルケイオンが『ローマ法大全』に

及んでいるところまでわかった．これがヨーロッパ社会に与えたӨڹは大

きく，各国の archives に᷷がっていった可能性が強い．今後は，ヨーロ

ッパ諸国の側からḪっての調ࠪも試みたい．

　民主政期アテネにおいては，چブーレウテリオンでデモシオンと呼ばれ

た，母神の神殿メトロオンが，記録を保؅した．その記録は真正であると

され，ࢢ民であれば誰でもアクセス可能であった．アルケイオンもヘレニ

ズム期以߱は記録資料とその保ࢪ؅ઃを意味するようになった．アーカイ

ブズは，権威の象徴，権力を保োする記録の保ݿ؅であったという指摘も

ある（56）．アーカイブズが民主主義の基盤（57）というのであれば，アーカイ

ブズは，デモシオンやブーレウテリオン（58）を語源とする語でもよかった

のではないだろうか．しかしながら，ヘレニズム期にアルケイオンが記録

保存場所をも表す語として定着したこと，さらに౦ローマ帝国がアルケイ
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オンを記録文書の保؅所としたことから，何世لもの時を経て，アーカイ

ブズという語となって今日まで伝わってきたのだろう．

　2011 年 4 ݄に「公文書等の؅理に関する法律」がࢪ行（59）され，日本の

アーカイブズにも変革の時が来た．アーカイブズ制度が国際的にどのよう

に考えられ，その起源がどこにあるのか，アルケイオンを通して見てきた．

民主政治の༳ឈである古代アテネの記録保存公開ࢪઃは，ࢢ民に対して，

記録の真正性を保োし，公開していた．࢒念ながら，ࢢ民とは成年男子で，

女性や子供，奴隷や外国人は含まれないという限定があるが，ࢢ民に限っ

てみれば，今日的アーカイブズに近い仕組みを持っていた．ただその呼শ

はアルケイオンとは限らず，古代ギリシアでは，むしろブーレウテリオン

がࢢ民の代表者による統治システムの場であり，記録保؅公開ࢪઃであっ

た可能性が高い．依って，ブーレウテリオンに注目していきたい．

注
（１）ʠNHK アーカイブスʡ．http://www.nhk.or.jp/archives/.� archives を v が

有声音であるにもかかわらず，アーカイブスと表記したのは言い易さのた
めという．NHK ではʠアーカイブス〔Archives〕とは，英語で「記録・
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